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（17）　一九二○年代の軍部の思想動員

は
じ
め
に

　
一
九
二
〇
年
代
は
、
近
代
天
皇
制
国
家
の
支
配
体
制
が
大
正
デ

モ
ク
ラ
シ
ー
状
況
の
拡
大
に
対
応
し
て
軍
閥
官
僚
政
治
か
ら
政
党

政
治
へ
と
再
編
さ
れ
た
時
期
で
あ
っ
た
。
し
か
し
同
時
に
政
党
政

治
の
展
開
過
程
は
、
天
皇
制
軍
部
・
宮
僚
と
既
成
政
党
と
の
間
－
に

国
防
問
題
と
国
体
・
恩
想
問
題
を
契
機
と
す
る
反
動
的
連
携
が
形

成
さ
れ
、
国
民
支
配
の
再
編
強
化
が
進
行
し
て
、
結
果
的
に
は
一
九

三
〇
年
代
の
戦
争
と
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
前
提
条
件
を
準
備
し
た
時
期

　
　
　
＾
1
〕

で
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
国
民
支
配
の
反
動
的
再
編
の
重
要

な
一
翼
を
担
っ
た
の
が
、
軍
部
（
陸
軍
）
の
国
家
総
カ
戦
準
備
の
一

環
で
あ
る
国
民
動
員
政
策
で
あ
っ
た
こ
と
は
従
来
の
研
究
で
よ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
〕

知
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
は
そ
の
構
想
・

中
央
レ
ベ
ル
の
研
究
に
と
ど
ま
り
地
域
の
実
態
に
即
し
た
政
策
の

形
成
．
実
施
過
程
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
と
い
え
る
。

本
稿
の
課
魑
は
、
こ
の
軍
部
の
国
民
動
員
政
策
の
実
態
を
新
潟
県

上
越
地
方
の
事
例
分
析
を
通
じ
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
分
析
対
象
の
上
越
地
方
は
日
本
一
の
豪
雪
地
帯
と
し
て
有
名
で

あ
る
が
、
そ
の
中
心
地
高
田
は
城
下
町
か
ら
発
達
し
た
当
時
の
人

口
三
万
前
後
の
小
都
市
で
あ
り
、
一
九
〇
八
年
に
高
田
城
趾
と
演

習
予
定
地
を
陸
軍
に
献
納
ま
で
し
て
第
十
三
師
団
司
令
部
の
誘
致

に
成
功
し
、
一
九
二
年
に
よ
う
や
く
市
制
を
施
行
す
る
こ
と
．
が

で
き
た
。
「
由
来
高
田
市
は
産
業
不
振
な
土
地
で
恰
も
下
宿
屋
の

如
く
、
会
社
員
や
軍
人
や
教
員
を
相
手
に
糊
口
を
過
ご
し
て
ゐ
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＾
3
〕
た
L
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
高
田
市
に
は
有
カ
な
商
工
業
が
存
在

せ
ず
上
越
地
方
担
当
の
行
政
諸
機
構
、
高
田
師
範
学
校
、
そ
し
て

と
り
わ
け
第
十
三
師
団
の
軍
隊
、
軍
衝
、
軍
人
の
消
費
に
依
存
し

た
典
型
的
な
軍
都
で
あ
っ
た
。
軍
隊
が
一
年
間
に
お
と
す
金
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
4
）

　
一
九
二
四
年
で
一
九
〇
万
円
に
及
び
、
こ
れ
は
同
市
工
業
総
生
産

額
の
二
割
に
あ
た
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
は
陸
軍
と
地
域
経

済
と
の
関
係
が
最
も
強
い
地
域
の
分
析
と
な
る
と
予
想
さ
れ
る
が
、

果
し
て
、
地
域
経
済
の
利
害
と
軍
部
の
国
民
動
員
の
要
請
と
は
ど

　
の
よ
う
に
対
応
し
た
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
、
シ
ベ
リ
ア
戦
争
、
在

郷
軍
人
会
を
中
心
ピ
す
る
軍
部
の
恩
想
動
員
政
策
に
対
す
る
上
越

■
地
方
の
動
向
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
な
お
、
本
稿
作
成
に
あ
た
り
、
上
越
市
立
高
田
図
書
館
の
方
々
、

新
潟
県
史
編
さ
ん
室
の
本
間
拘
一
氏
に
多
大
の
御
協
カ
を
賜
っ
た
。

　
こ
こ
に
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

第
一
次
大
戦
直
後
の
地
域
と
軍
部

　
↓
シ
ベ
リ
ア
戦
争
下
の
「
銃
後
」

（
　
ま
ず
シ
ペ
リ
ア
戦
争
、
そ
し
て
第
十
三
師
団
の
出
動
と
帰
還
に

対
し
て
上
越
地
方
で
は
ど
の
よ
う
な
「
銃
後
」
活
動
が
実
施
さ
れ

た
の
か
を
検
討
す
る
。
日
本
陸
軍
が
、
英
米
な
ど
と
連
合
し
て
ソ

ビ
エ
ト
革
命
干
渉
戦
争
を
開
始
し
、
極
東
シ
ベ
リ
ア
に
出
兵
し
た

の
は
一
九
一
八
年
八
月
の
こ
と
で
、
国
内
で
は
米
騒
動
が
全
国
に

波
及
し
つ
つ
あ
っ
た
。
陸
軍
は
シ
ベ
リ
ア
戦
争
に
あ
た
り
チ
ェ
コ

軍
救
済
と
い
っ
た
説
得
力
の
な
い
出
兵
目
的
し
か
掲
げ
る
こ
と
が

で
き
ず
、
も
と
も
と
戦
争
支
持
世
論
を
国
内
に
形
成
す
る
こ
と
に

失
敗
し
て
い
た
が
、
さ
ら
に
米
騒
動
の
勃
発
は
地
域
の
「
銃
後
」

活
動
を
困
難
に
し
た
。

　
上
越
地
方
で
は
騒
動
に
至
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
隣
接
の
宮
山

県
は
米
騒
動
の
本
拠
地
で
あ
り
、
県
内
で
も
新
潟
市
、
長
岡
市
で

示
威
行
動
が
勃
発
し
て
お
り
、
高
田
市
や
直
江
津
町
、
新
井
町
な

ど
は
行
政
当
局
、
議
会
、
町
内
会
が
細
民
救
済
と
米
廉
売
の
活
動

　
　
　
　
　
　
　
．
？
）

に
忙
殺
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
同
地
方
で
実
施
さ
れ
た
「
銃

後
」
活
動
は
、
新
潟
県
が
郡
市
当
局
を
通
じ
て
町
村
に
割
り
当
て

　
　
　
　
　
　
＾
6
）

た
慰
問
袋
の
募
集
（
一
袋
五
〇
銭
）
と
、
愛
国
婦
人
会
新
潟
県
支

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
7
）

部
が
や
は
り
郡
市
割
で
慰
間
袋
を
募
集
し
た
に
と
ど
ま
っ
た
。
そ

の
後
は
、
郷
土
部
隊
が
出
動
し
て
い
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
か
日
露

戦
時
に
活
躍
し
た
尚
武
会
や
青
年
団
の
「
銑
後
」
活
動
も
み
ら
れ

な
い
。
陸
軍
が
日
露
戦
後
か
ら
育
成
し
て
き
た
在
郷
軍
人
会
と
青

年
団
の
活
動
も
、
た
と
え
ぱ
一
九
一
九
年
秋
の
東
頸
城
郡
の
大
会

で
は
戊
申
詔
書
と
軍
人
勅
諭
の
捧
読
、
精
神
修
養
の
講
演
会
、
徴
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（19）　一九二○年代の軍部の思想動員

兵
検
査
優
秀
青
年
団
の
表
彰
、
相
撲
・
撃
剣
・
銃
剣
術
大
会
と
い

う
平
時
の
内
容
で
あ
り
、
郡
長
や
連
隊
区
司
令
官
自
身
の
訓
示
が

戦
時
下
と
い
う
認
識
で
は
な
く
「
勤
倹
カ
行
各
自
の
職
業
に
精
励

し
厳
に
浮
華
文
弱
の
悪
風
を
除
去
」
し
て
「
帝
国
戦
後
経
営
に
貢

　
　
　
　
　
　
　
＾
8
〕

献
せ
ら
れ
ん
事
を
望
む
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　
高
田
の
第
十
三
師
団
（
西
川
虎
次
郎
中
将
）
が
シ
ベ
リ
ア
に
出

発
し
た
の
は
、
第
十
五
旅
団
の
歩
兵
第
十
六
（
新
発
田
）
、
三
十

（
村
松
）
連
隊
が
一
九
一
九
年
九
月
ニ
ハ
日
、
第
二
六
旅
団
の
歩

兵
第
五
十
（
松
本
）
、
五
八
（
高
田
）
連
隊
が
翌
二
〇
年
一
月
一

七
日
で
あ
っ
た
。
す
で
に
こ
の
一
九
一
九
年
の
後
半
に
は
、
シ
ベ

リ
ア
戦
争
は
日
英
米
な
ど
の
連
含
軍
事
干
渉
が
破
綻
し
反
革
命
政

権
も
崩
壊
し
て
、
日
本
軍
は
厳
寒
の
シ
ベ
リ
ア
平
原
の
な
か
で
対

パ
ル
チ
ザ
ン
戦
の
泥
沼
に
は
ま
り
こ
み
、
徐
々
に
守
勢
に
追
い
こ

ま
れ
て
い
く
時
期
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
一
九
二
〇
年
一
～
二
月
に

は
米
英
両
軍
が
シ
ベ
リ
ア
撤
兵
を
決
定
し
、
シ
ベ
リ
ア
で
排
日
気

運
が
猛
烈
に
た
か
ま
る
と
、
日
本
政
府
も
二
月
二
四
日
の
閣
議
で

シ
ベ
リ
ァ
奥
地
か
ら
の
順
次
撤
兵
を
決
定
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
か

っ
た
。
し
か
し
こ
こ
で
、
日
本
は
出
兵
目
的
を
革
命
・
か
ら
朝
鮮
・

満
州
を
防
衛
す
る
こ
と
に
変
更
し
て
、
列
国
の
非
難
の
な
か
で
東

支
鉄
道
沿
線
と
沿
海
州
に
駐
兵
し
続
け
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
な

か
で
、
第
十
三
師
団
は
沿
海
州
ウ
ス
リ
ー
鉄
道
（
ウ
ラ
ジ
グ
ォ
ス

ト
ー
ク
～
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
）
の
守
備
を
任
務
と
し
、
バ
ル
チ
ザ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
＾
9
〕

討
伐
戦
を
く
り
か
え
し
た
。

　
一
九
二
〇
年
一
月
、
高
田
市
で
は
師
団
出
動
が
決
定
す
る
と
、

出
発
前
目
の
ニ
ハ
日
に
借
行
社
で
市
主
催
の
壮
行
会
を
開
催
し
、

市
当
局
、
響
察
署
長
、
学
校
長
、
市
会
議
長
、
商
工
会
会
頭
な
ど

同
地
の
官
民
有
カ
者
一
五
〇
余
名
が
師
団
将
校
一
五
〇
余
名
の
前

　
　
　
　
＾
1
0
〕

途
を
祝
福
し
た
。
出
発
当
日
の
高
田
駅
は
、
官
民
有
カ
者
の
他
に

軍
人
会
員
、
青
年
団
員
、
師
範
学
校
お
よ
ぴ
高
等
女
学
校
生
徒
が

整
列
し
て
国
旗
、
球
灯
を
か
か
げ
て
二
千
数
百
人
の
多
き
が
部
隊

　
　
　
五
〕

を
見
送
っ
た
。
高
田
の
両
新
聞
社
で
は
、
こ
の
日
か
ら
連
日
慰
問

金
募
集
の
記
事
を
掲
げ
、
ま
た
社
説
で
は
θ
「
過
激
主
義
」
の
東

進
を
阻
止
し
「
無
遣
の
騎
虜
を
征
伐
」
す
る
た
め
、
⑪
「
極
東
全

般
の
安
寧
を
保
持
」
し
「
我
居
留
民
殊
に
朝
鮮
人
の
安
全
」
の
た

め
、
θ
「
一
衣
帯
水
」
の
朝
鮮
・
満
鉄
の
権
益
擁
護
の
た
め
、
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
2
）

し
て
今
回
の
出
兵
を
正
当
化
し
て
出
陣
を
激
励
し
た
。

　
新
潟
県
当
局
は
長
野
県
と
協
議
の
上
、
先
発
の
第
十
五
旅
団
と

あ
わ
せ
て
三
、
〇
一
〇
円
の
慰
問
金
を
贈
呈
し
、
各
郡
市
に
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
＾
口
）

醸
出
を
割
り
当
て
て
い
る
。
し
か
し
、
見
送
り
が
盛
大
だ
っ
た
の

は
初
日
だ
け
で
、
師
団
司
令
部
が
出
発
し
た
一
月
二
四
日
ま
で
の
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＾
旭
）

市
民
の
歓
送
ぷ
り
は
き
わ
め
て
冷
淡
で
あ
っ
た
。
ま
た
師
団
の
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
や
　
3

動
は
市
の
商
業
に
と
っ
て
大
打
撃
で
「
兵
隊
さ
ん
を
相
手
に
経
営

て
居
た
商
店
殊
に
小
さ
な
飲
食
店
や
小
料
理
及
び
一
部
の
旅
館
等

　
　
　
　
　
　
　
　
＾
■
）

は
大
恐
慌
を
呈
し
て
居
る
」
と
伝
え
ら
れ
た
。
そ
の
後
も
「
気
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
正
〕

毒
な
出
征
兵
士
、
撤
兵
要
求
の
示
威
運
動
ピ
悪
罵
」
「
骨
ば
か
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
〃
）

折
れ
て
草
臥
れ
儲
の
出
征
軍
」
と
い
っ
た
シ
ベ
リ
ア
で
の
日
本
軍

の
苦
境
が
報
道
さ
れ
る
ぱ
か
り
で
、
「
銃
後
」
活
動
は
低
調
な
ま

ま
推
移
し
、
一
九
二
〇
年
秋
、
政
府
の
順
次
撤
兵
方
針
が
発
表
さ

れ
る
と
、
高
田
市
に
は
は
や
く
も
師
団
帰
還
を
期
待
す
る
声
が
ひ

ろ
が
っ
て
い
っ
た
。
そ
れ
ま
で
に
取
り
組
ま
れ
た
活
動
と
い
え
ぱ
、

八
月
一
四
日
か
ら
二
五
日
に
か
け
て
高
田
市
塚
田
助
役
を
団
長
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
㎎
〕

す
る
慰
間
団
一
四
名
が
シ
ベ
リ
ア
に
派
遣
さ
れ
た
だ
け
で
あ
り
、

む
し
ろ
新
聞
の
紙
面
に
は
、
郡
当
局
が
慰
問
に
あ
ま
り
に
冷
淡
で

あ
る
こ
と
を
慣
慨
し
た
派
遣
兵
か
ら
の
手
紙
が
載
っ
た
り
、
戦
死

者
の
遺
骨
や
傷
病
兵
の
帰
還
に
対
し
て
市
民
が
出
迎
え
て
く
れ
な

い
と
、
師
団
当
局
が
高
田
市
を
批
判
す
る
記
事
が
掲
げ
ら
れ
て
上

越
地
方
の
「
銃
後
」
は
「
西
伯
利
の
氷
よ
り
冷
や
か
」
と
評
さ
れ

＾
”
）

た
。
　
出
兵
歓
送
や
出
兵
中
の
慰
問
活
動
に
比
べ
て
、
師
団
帰
遺
歓
迎

行
事
は
き
わ
て
盛
大
で
あ
っ
た
。
『
萬
囲
新
聞
』
は
社
説
で
シ
ベ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
0
〕

リ
ア
出
兵
は
「
無
名
の
師
」
「
国
家
に
取
り
て
多
犬
の
損
失
」
で

あ
っ
た
と
批
判
し
た
が
、
も
と
よ
り
帰
還
将
兵
へ
の
同
情
と
歓
迎

の
態
度
に
か
わ
り
は
な
か
っ
た
。
一
九
二
一
年
五
月
初
旬
か
ら
一

四
日
に
か
け
て
第
十
三
師
団
の
各
部
隊
が
高
田
駅
に
到
着
す
る
と
、

駅
前
通
り
は
留
守
将
校
、
各
学
校
長
、
市
会
議
員
、
在
郷
軍
人
会

分
会
長
、
各
婦
人
会
代
表
、
付
近
の
町
村
長
ら
が
出
迎
え
に
参
列

し
、
五
月
一
九
日
、
師
団
司
令
部
が
帰
還
す
る
と
全
市
が
こ
れ
を

国
旗
掲
揚
、
歓
呼
の
声
で
迎
え
、
駅
前
か
ら
師
団
司
令
都
へ
の
通

り
は
、
市
内
の
官
民
有
カ
者
、
将
校
婦
人
会
員
、
小
中
私
立
学
校

生
徒
、
青
年
団
員
、
在
郷
軍
人
会
負
で
あ
ふ
れ
「
高
田
稀
有
の
盛

　
　
　
　
　
＾
加
）

観
」
を
呈
し
た
。

　
そ
し
て
六
月
三
日
に
は
、
牛
前
に
河
村
正
彦
第
十
三
師
団
長
を

祭
主
に
高
田
練
兵
場
で
派
遣
軍
戦
病
死
者
の
大
招
魂
祭
（
神
式
）

が
実
施
さ
れ
、
西
川
前
師
団
長
、
師
団
将
校
、
遺
族
、
新
潟
長
野

両
県
知
事
代
理
、
両
県
選
出
衆
貴
両
院
議
員
、
郡
市
長
、
付
近
の

町
村
長
、
軍
人
分
会
長
な
ど
八
○
○
名
が
参
列
し
た
。
午
後
と
夜

に
は
、
両
県
主
催
の
将
卒
歓
迎
大
会
（
各
営
庭
、
四
〇
〇
〇
名
招

待
）
、
将
校
歓
迎
夜
会
（
高
田
小
学
校
、
二
六
〇
名
招
待
、
芸
妓
・

八
○
名
）
が
開
か
れ
た
。
翌
四
臼
に
は
、
牛
前
に
高
田
連
隊
区
管

内
恒
例
招
魂
祭
（
仏
式
）
が
練
兵
場
で
、
夜
に
高
田
市
主
催
の
将
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校
歓
迎
会
（
借
行
杜
）
と
花
火
大
会
が
催
さ
れ
、
下
士
以
下
の
兵

士
に
は
市
内
の
各
興
行
場
が
無
料
で
開
放
さ
れ
た
。

　
ま
た
市
内
で
は
、
各
所
に
凱
旋
歓
迎
ア
ー
チ
を
建
て
各
町
内
で

こ
の
両
日
に
わ
た
り
、
栄
町
が
頸
城
三
郡
出
世
相
撲
大
会
、
旭
町

と
土
橋
町
の
青
年
会
が
屋
台
、
下
紺
屋
町
が
仮
装
行
列
、
陀
羅
尼

新
田
町
、
刃
物
鍛
冶
町
、
大
鋸
町
、
寄
大
工
町
が
昼
に
旗
行
列
、

夜
に
提
灯
行
列
、
等
々
。
ま
た
各
学
校
生
徒
に
よ
る
旗
行
列
が
お

　
　
易
）

こ
な
わ
れ
、
ま
さ
に
全
市
が
歓
迎
の
渦
と
な
っ
た
。

　
軍
隊
の
帰
還
歓
迎
が
出
動
歓
送
よ
り
盛
大
な
の
は
兵
士
の
安
否

を
気
づ
か
う
留
守
家
族
や
一
般
市
民
の
感
情
か
ら
し
て
当
然
で
あ

ろ
う
。
ま
し
て
戦
争
目
的
が
不
明
瞭
で
苦
労
ぱ
か
り
多
か
っ
た
シ

ベ
リ
ア
戦
争
の
場
合
、
郷
土
部
隊
の
早
期
帰
還
を
望
み
、
無
事
帰

国
し
た
兵
土
へ
の
慰
安
と
同
情
の
念
が
強
か
っ
た
と
も
推
定
で
き

る
。
ま
た
こ
の
歓
迎
行
事
は
両
県
主
催
行
事
の
経
費
だ
け
で
も
三

万
円
と
い
わ
れ
、
高
田
市
の
飲
食
・
旅
館
・
興
業
街
、
花
柳
界
は

大
い
に
潤
っ
た
わ
け
で
高
田
市
民
が
諸
行
事
に
カ
を
入
れ
た
の
も

当
然
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
郡
部
の
農
村
は
「
郡
民
は
目
下

農
繁
の
節
な
る
上
、
市
の
如
く
地
の
利
を
得
ず
、
又
其
利
害
関
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
鴉
〕

も
異
な
る
も
の
あ
れ
ぱ
市
と
同
日
の
談
を
な
す
は
勿
論
」
で
き
な

い
が
、
出
迎
え
の
者
の
少
な
い
の
は
遺
憾
で
あ
る
と
い
う
記
事
が

新
聞
に
載
ウ
た
。
軍
都
高
田
の
経
済
か
ら
す
れ
ぱ
、
軍
隊
出
動
は

打
撃
、
滞
在
は
安
定
、
凱
旋
な
ど
の
行
事
は
か
せ
ぎ
時
と
い
う
関

係
が
あ
っ
た
。

　
シ
ベ
リ
ァ
戦
争
下
の
上
越
地
方
の
「
銃
後
」
の
特
徴
は
次
の
と

お
り
で
あ
る
。
軍
都
高
田
を
中
心
に
出
動
師
団
の
地
元
で
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
第
一
に
戦
争
目
的
を
支
持
す
る
世
論
や
戦
争
協

力
活
動
が
形
成
さ
れ
ず
、
逆
に
「
無
名
の
師
」
、
出
兵
は
失
欺
と

い
う
認
識
が
残
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
具
体
的
に
ふ
れ
な
か

っ
た
が
「
破
血
惨
」
（
バ
ル
チ
ザ
ン
）
「
不
邊
鮮
人
」
の
残
虐
事
件

が
一
方
的
に
報
遣
さ
れ
批
会
主
義
革
命
と
民
族
運
動
へ
の
マ
イ
ナ

ス
イ
メ
ー
ジ
も
定
着
し
て
い
っ
た
と
推
定
で
き
る
。
第
二
に
郷
土

軍
隊
へ
の
「
銃
後
」
活
動
も
全
体
と
し
て
き
わ
め
て
低
調
で
、
全

市
的
活
動
と
な
っ
た
の
は
帰
遼
歓
迎
時
だ
け
で
あ
っ
た
。
師
団
歓

送
は
官
製
諸
団
体
員
の
一
時
的
動
員
に
と
ど
ま
り
、
出
兵
中
の
慰

問
活
動
も
単
発
的
な
地
方
当
局
の
と
り
く
み
に
お
わ
ウ
た
。
第
三

に
米
騒
動
の
影
響
、
農
繁
期
や
軍
隊
都
市
の
経
済
的
利
害
と
い
っ

た
条
件
が
「
銃
後
」
活
動
を
規
制
し
た
と
推
測
さ
れ
、
民
衆
の
階

層
的
、
地
域
的
利
害
が
軍
事
的
要
講
よ
り
優
先
さ
れ
る
社
会
状
況

に
あ
っ
た
。
つ
ま
り
地
域
全
体
と
し
て
の
「
銃
後
」
体
制
は
形
成

さ
れ
な
か
っ
た
と
い
ウ
て
よ
い
。
こ
の
事
態
は
、
同
時
期
の
全
国

133



一橋論叢　第91巻　第3号　（22）

、
的
な
労
農
運
動
の
激
発
と
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
状
況
の
噴
出
と
か
さ
な

り
あ
っ
て
、
陸
軍
が
一
九
二
〇
年
代
に
地
域
に
対
す
る
様
々
な
思

想
動
員
政
策
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
を
必
要
と
さ
せ
た
基
本
要
因

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
H
在
郷
軍
人
会
の
実
態

　
軍
部
は
第
一
次
大
戦
中
か
ら
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
状
況
を
軍
人
精

神
を
動
揺
さ
せ
国
家
の
基
礎
を
そ
こ
な
う
「
恩
想
問
題
」
と
認
識

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
眺
）

し
、
一
九
一
六
年
九
月
の
陸
海
軍
大
臣
の
訓
示
を
出
発
点
と
し
て

在
郷
軍
人
会
の
活
動
を
中
軸
と
し
た
軍
事
思
想
と
国
家
主
義
を
普

及
す
る
た
め
の
対
策
を
講
じ
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
軍
部
の
思
想

動
員
政
策
が
展
開
さ
れ
る
の
は
、
一
九
二
〇
年
代
も
後
半
に
な
っ

て
か
ら
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
一
九
ニ
ハ
～
二
二
年
の
時
期
は
、

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
風
潮
と
反
箪
・
軍
縮
世
論
が
高
揚
す
る
状
況
に

お
さ
れ
な
が
ら
軍
部
が
在
郷
軍
人
会
の
地
域
組
織
の
整
備
と
そ
の

活
動
へ
の
指
導
の
具
体
化
に
よ
う
や
く
着
手
し
た
時
期
で
あ
っ
た

と
い
え
る
。

　
軍
部
は
、
一
九
一
〇
年
一
一
月
に
在
郷
軍
人
会
を
創
立
し
て
全

国
に
支
部
（
連
隊
区
司
令
部
）
と
町
村
分
会
を
設
置
し
た
が
、
町

村
へ
の
指
導
と
し
て
は
会
員
、
財
政
、
活
動
の
報
告
書
を
提
出
さ

せ
る
こ
と
と
陸
軍
記
念
日
の
軍
事
講
話
会
へ
講
師
を
派
遣
す
る
程

度
し
か
実
施
で
き
ず
、
町
村
分
会
の
活
動
は
地
方
当
局
指
導
下
の

兵
事
行
政
補
助
活
動
が
主
要
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
軍
部
は

先
の
訓
示
を
出
発
点
と
し
て
、
一
九
一
七
年
五
月
在
郷
軍
人
会
の

規
約
を
改
正
し
、
θ
郡
市
単
位
の
連
合
分
会
を
本
則
化
し
て
地
域

の
軍
人
会
幹
部
を
把
握
し
、
⑪
分
会
の
下
に
班
・
組
を
設
置
し
て

分
会
組
織
を
強
化
し
て
い
っ
た
。
一
九
一
八
年
五
月
四
日
に
は
、

初
め
て
全
国
連
合
分
会
長
会
議
を
東
京
で
開
い
て
い
る
。
高
田
支

部
で
も
こ
の
方
針
が
具
体
化
さ
れ
、
一
九
一
八
年
五
月
一
七
日
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
鴉
）

第
一
回
高
田
支
部
大
会
が
開
催
さ
れ
、
管
内
町
村
分
会
か
ら
二
一

〇
〇
名
が
参
加
し
て
閲
兵
式
、
師
団
長
・
旅
団
長
・
高
田
支
部
長

（
連
隊
区
司
令
官
）
・
中
頸
城
郡
長
の
訓
示
に
続
い
て
銃
剣
術
、
撃

剣
、
角
カ
、
徒
歩
競
走
の
各
競
技
会
が
実
施
さ
れ
た
。
支
都
大
会

は
以
後
隔
年
開
催
さ
れ
て
い
っ
た
。
ま
た
郡
市
単
位
で
も
分
会
長

会
議
と
青
年
団
と
共
催
の
競
技
会
が
毎
年
定
例
化
し
て
い
く
の
も

　
　
　
　
　
　
＾
2
6
〕

こ
の
時
期
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
行
事
は
原
政
友
会
内
閣
下
の
民

カ
酒
養
、
民
風
作
興
運
動
の
一
環
を
形
成
し
、
軍
部
と
地
方
当
局

者
は
青
年
団
と
在
郷
軍
人
会
の
「
勤
倹
カ
行
」
「
修
養
」
活
動
に

よ
っ
て
地
域
の
「
浮
華
文
弱
の
悪
風
を
除
去
」
す
る
こ
と
を
期
待

し
た
。
こ
の
時
期
の
軍
人
分
会
の
活
動
内
容
は
、
θ
三
犬
節
祝
賀
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式
へ
の
参
列
、
◎
陸
軍
記
念
日
に
お
け
る
忠
魂
祭
、
講
演
会
、
．
宴

会
、
θ
入
退
営
兵
の
送
迎
、
⑭
入
営
予
定
者
へ
の
壮
丁
予
習
教
育
、

㊧
公
共
事
業
（
植
林
、
土
木
、
除
雪
、
水
防
、
消
防
、
救
助
）

の
講
負
い
と
農
事
改
良
、
㊧
忠
魂
碑
建
立
、
㊧
貯
蓄
、
な
ど
で
あ

り
、
こ
れ
ら
が
す
べ
て
実
行
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
有
カ
者
か

ら
の
寄
付
金
や
町
村
当
局
の
補
助
金
、
㊧
の
収
益
を
も
と
に
し
て

分
会
活
動
基
本
金
を
造
成
し
て
い
く
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
た
。

た
と
え
ば
、
中
頸
城
郡
和
田
村
分
会
の
一
九
一
九
年
度
の
「
分
会

状
況
調
査
表
」
に
よ
る
と
、
会
員
二
五
四
名
に
対
し
て
三
大
節
参

列
は
役
員
五
名
、
陸
軍
記
念
日
講
演
会
出
席
は
六
〇
名
、
戦
病
死

者
追
弔
会
に
は
四
〇
名
し
か
参
加
せ
ず
、
分
会
活
動
は
在
郷
軍
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
茅
）

全
体
の
も
の
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
、
こ
の
時
期
の
分

会
指
導
の
重
点
と
な
っ
た
の
は
上
記
の
活
動
を
推
進
す
る
た
め
に

地
方
当
局
よ
び
有
カ
者
の
後
援
を
得
る
こ
と
と
、
大
字
小
字
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
㎎
〕

か
れ
た
班
・
組
の
会
合
、
連
絡
を
強
化
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
つ

ま
り
、
こ
の
段
階
の
軍
部
の
在
郷
軍
人
会
政
策
は
、
町
村
分
会
に

そ
の
組
織
の
整
備
に
よ
っ
て
兵
事
・
地
方
行
政
補
助
活
動
を
実
施

さ
せ
、
青
年
団
と
な
ら
ぷ
有
カ
な
地
方
団
体
と
し
て
地
域
に
定
着

さ
せ
る
こ
と
が
目
的
で
あ
り
、
い
ま
だ
国
家
主
義
・
軍
国
主
義
の

思
想
動
員
政
策
を
具
体
化
す
る
に
は
至
っ
て
い
な
か
っ
た
と
い
え

よ
う
o

　
右
の
よ
う
な
事
態
を
前
提
に
し
て
、
軍
部
の
恩
想
動
員
政
策
の

た
め
に
調
査
と
準
備
が
始
ま
っ
た
の
は
軍
縮
世
諭
が
最
高
潮
に
達

し
た
一
九
二
二
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
高
田
支
部
で
は
、
一
九
二

一
年
二
一
月
に
『
分
会
事
業
実
施
要
領
』
を
発
行
し
て
こ
れ
を
各

分
会
に
配
布
し
、
翌
二
二
年
の
前
半
期
に
は
土
橋
支
部
長
が
分
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秀
）

を
直
接
指
導
す
る
た
め
に
管
内
各
地
を
巡
回
し
て
い
る
。
ま
た
、

従
来
か
ら
支
部
の
方
針
伝
達
と
分
会
活
動
の
交
流
の
場
と
し
て

『
高
田
支
部
報
』
を
発
行
し
て
き
た
が
、
こ
の
年
の
四
月
か
ら
そ

の
購
読
を
班
長
組
長
に
ま
で
義
務
づ
け
て
発
行
部
数
を
数
百
部
か

ら
二
、
○
O
○
部
へ
と
増
加
し
、
か
つ
不
定
期
刊
を
月
刊
化
し
て

　
　
　
　
　
　
　
＾
3
0
〕

そ
の
機
能
を
強
化
し
た
。
な
お
、
こ
の
年
陸
軍
は
全
国
の
軍
隊
と

地
域
の
実
情
を
把
握
す
る
た
め
五
月
に
特
命
検
閲
使
を
各
師
団
に

派
遣
し
、
第
十
三
師
団
に
派
遣
さ
れ
た
軍
事
参
議
官
の
柴
五
郎
大

将
は
、
そ
こ
で
軍
人
分
会
指
導
の
方
法
、
分
会
内
容
の
景
況
、
在
郷

軍
人
思
想
変
化
の
状
況
な
ど
に
つ
い
て
の
調
査
報
告
を
提
出
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
1
）

よ
う
な
連
隊
区
司
令
官
に
命
じ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
時
、
検
閲
使

に
は
上
越
地
方
の
在
郷
軍
人
会
が
こ
の
冬
の
豪
雪
時
に
雪
害
地
や

鉄
道
沿
線
で
の
救
助
・
除
雪
活
動
に
あ
た
り
住
民
の
好
感
を
得
た

＾
羽
〕

こ
と
、
そ
し
て
こ
の
年
の
春
に
第
十
三
師
団
各
部
隊
副
官
と
管
内
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各
新
聞
社
軍
事
担
当
記
者
に
よ
る
社
交
団
体
「
鮫
城
倶
楽
部
」
が

結
成
さ
れ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。
こ
の
倶
楽
部
は
翌
一
九
二
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
珊
〕

年
一
月
か
ら
は
会
合
を
月
例
化
し
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
一
九
二

三
年
二
月
に
は
第
十
三
師
団
司
令
部
が
「
軍
隊
と
地
方
と
の
連

絡
」
策
、
「
軍
事
思
想
普
及
」
策
と
し
て
中
等
学
校
と
の
連
携
を

提
案
し
、
θ
春
秋
二
期
に
軍
隊
と
中
学
と
の
連
合
演
習
、
◎
夏
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
糾
）

に
野
営
演
習
、
θ
＝
一
月
に
馬
術
演
習
、
な
ど
の
方
針
を
た
て
、

こ
の
年
の
八
月
ニ
ハ
～
一
九
日
の
師
団
攻
防
演
習
に
は
初
め
て
中

学
校
を
参
観
さ
せ
、
翌
二
四
年
八
月
に
は
初
め
て
在
郷
軍
人
会
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
砧
）

青
年
団
と
と
も
に
中
学
生
を
動
員
し
た
連
合
演
習
を
実
施
し
た
。

　
以
上
の
よ
う
な
在
郷
軍
人
会
地
方
組
織
の
整
備
と
新
聞
記
者
や

中
学
校
な
ど
と
の
試
行
的
連
携
を
前
提
と
し
て
、
軍
部
の
思
想
動

員
政
策
が
形
成
・
展
開
さ
れ
る
契
機
と
な
っ
た
の
は
、
関
東
大
震

災
後
の
一
九
二
三
年
一
一
月
一
〇
日
に
発
表
さ
れ
た
国
民
精
神
作

興
の
詔
書
で
あ
っ
た
。
こ
れ
以
後
、
溝
浦
内
閣
下
に
発
足
し
た
教

化
団
体
連
合
会
な
ど
を
中
心
に
内
務
省
と
文
部
省
の
指
導
す
る
思

想
善
導
政
策
が
推
進
さ
れ
、
新
潟
県
で
も
一
九
二
三
年
か
ら
夏
期

大
学
、
青
年
団
幹
部
講
習
会
と
い
っ
た
官
製
教
化
活
動
が
実
施
さ

れ
て
い
く
。
新
潟
県
財
政
か
ら
在
郷
軍
人
会
郡
市
連
合
分
会
へ
の

補
助
金
が
支
出
さ
れ
は
じ
め
る
の
も
一
九
二
四
年
か
ら
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
そ
し
て
、
軍
部
は
こ
の
教
化
政
策
と
連
携
す
る
形
で
軍

国
主
義
・
国
家
主
義
恩
想
普
及
の
思
想
動
員
政
策
を
具
体
化
し
て

い
く
の
で
あ
る
。

二
　
軍
部
の
恩
想
動
員
の
展
開

　
H
在
郷
軍
人
会
の
再
編

　
軍
部
は
、
国
民
精
神
作
興
詔
書
が
発
表
さ
れ
る
と
、
一
連
の
会

議
、
講
演
会
、
講
習
会
を
開
い
て
詔
書
の
趣
旨
を
在
郷
軍
人
に
徹

底
し
、
そ
れ
を
軍
国
主
義
・
国
家
主
義
の
思
想
動
員
政
策
へ
と
具

体
化
し
て
い
っ
た
。
こ
の
時
期
に
軍
部
が
展
開
し
た
政
策
は
、
一

軍
事
思
想
普
及
運
動
、
二
、
在
郷
軍
人
会
の
再
編
、
三
、
青
年
学

生
国
民
訓
練
で
あ
り
、
一
に
よ
っ
て
国
民
各
層
に
軍
隊
と
国
防
へ

の
理
解
を
求
め
、
二
に
よ
っ
て
思
想
動
員
の
地
域
的
基
盤
を
形
成

し
、
三
に
よ
っ
て
兵
士
の
予
備
軍
で
あ
り
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
影
響

を
う
け
や
す
い
青
年
学
生
層
に
軍
人
精
神
を
注
入
す
る
と
い
う
の

が
、
こ
の
政
策
の
ね
ら
い
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
以

上
の
活
動
を
前
提
と
し
て
、
一
九
二
〇
年
代
後
半
に
は
演
習
、
大

会
、
行
事
へ
の
在
郷
軍
人
、
青
年
学
生
の
動
員
を
実
現
し
、
国
家

主
義
・
軍
国
主
義
の
示
威
運
動
を
展
開
し
て
い
っ
た
。
ま
た
こ
れ

に
対
応
し
て
、
恩
想
統
制
の
面
で
も
こ
の
時
期
か
ら
兵
士
と
在
郷
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（25）　一九二○年代の軍部の思想動員

軍
人
を
対
象
と
し
た
恩
想
調
査
活
動
を
開
姶
し
て
い
っ
た
。
こ
こ

で
は
、
ま
ず
軍
事
思
想
普
及
運
動
と
在
郷
軍
人
会
の
再
編
か
ら
述

べ
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

　
軍
部
は
、
ま
ず
詔
書
の
趣
旨
徹
底
の
た
め
に
、
一
九
二
三
年
一

一
月
二
七
日
、
東
京
で
師
団
司
令
部
付
少
将
（
在
郷
軍
人
会
担
。

当
）
会
議
を
開
い
て
、
畑
英
太
郎
軍
務
局
長
が
そ
の
任
に
あ
た
り
、

在
郷
軍
人
会
本
部
は
役
員
、
嘱
託
を
金
国
に
派
遣
し
て
講
演
会
を

実
施
し
た
。
高
田
に
は
、
軍
事
参
議
官
の
町
困
経
宇
大
将
が
一
一

月
三
〇
日
に
訪
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
一
九
二
四
年
二
月
一
七
日

に
は
支
都
長
会
議
が
開
か
れ
θ
「
悪
恩
想
ヲ
撲
滅
ス
ル
ニ
ハ
如
何

ナ
ル
手
段
ヲ
講
ス
ル
ヤ
」
、
O
「
分
会
ノ
発
展
並
活
動
ヲ
尚
一
層

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
％
）

突
現
セ
シ
ム
ル
指
導
方
策
」
が
協
議
さ
れ
た
。
こ
れ
を
う
け
て
高

困
連
隊
区
司
令
部
の
将
校
は
管
内
の
町
村
軍
人
分
会
を
巡
回
指
導

し
、
二
月
二
七
日
に
高
田
支
部
連
合
分
会
長
会
議
を
開
催
し
て
恩

想
善
導
の
第
一
着
手
に
軍
事
思
想
普
及
巡
回
映
画
会
の
計
画
を
立

案
し
た
。

　
こ
れ
に
と
も
な
っ
て
、
五
月
一
八
日
に
は
第
十
三
師
団
司
令
部

主
催
の
新
潟
県
・
長
野
県
の
内
務
部
長
お
よ
ぴ
管
内
郡
市
長
会
が

開
か
れ
、
井
戸
川
師
団
長
は
軍
事
映
画
会
、
夏
季
連
合
演
習
（
前

述
）
、
在
郷
軍
人
会
に
よ
る
未
教
育
補
充
兵
訓
練
の
三
つ
に
対
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
茅
）

る
地
方
当
局
の
協
力
を
要
講
し
た
。
ま
た
、
こ
こ
で
は
現
代
の
国

防
は
「
国
氏
的
国
防
」
で
あ
り
軍
備
制
隈
の
責
任
は
国
民
が
負
う

ぺ
き
で
あ
る
と
述
べ
て
、
箪
都
の
国
民
動
員
政
策
に
国
民
が
協
カ

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
根
拠
に
軍
縮
を
あ
げ
て
い
る
。
さ
ら
に
欧

米
列
国
の
軍
備
充
実
の
実
状
、
関
東
大
震
災
時
の
軍
隊
の
活
躍
、

米
国
の
排
日
移
民
法
問
題
を
と
り
あ
げ
て
軍
備
充
実
の
必
要
を
訴

え
て
い
る
。

　
上
越
地
方
の
軍
部
・
在
郷
軍
人
会
の
思
想
動
員
致
策
は
一
九
二

四
年
七
月
二
六
日
の
高
田
市
・
中
頸
城
郡
連
合
分
会
総
会
か
ら
開

　
　
＾
鎚
）

始
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
牛
前
中
に
町
村
分
会
長
か
ら
班
長
・
組

長
ま
で
二
百
数
十
名
が
出
席
し
て
分
会
斡
部
講
習
会
が
催
さ
れ
、

一
、
高
田
支
都
長
（
代
理
）
講
演
「
国
民
精
神
作
興
」
、
二
、
新
潟

県
社
会
主
事
講
演
「
自
覚
」
に
つ
づ
い
て
、
三
、
「
国
民
精
神
作

興
詔
書
の
実
行
に
つ
い
て
」
が
協
議
研
究
さ
れ
た
。
午
後
の
総
会

で
は
、
郡
市
の
官
民
有
カ
を
含
め
て
五
〇
〇
名
が
出
席
す
る
な
か
、

勅
論
・
詔
書
捧
読
式
、
支
都
長
訓
示
、
師
団
畏
と
県
知
事
の
告
辞
、

そ
し
て
在
郷
軍
人
会
本
都
顧
問
蜷
川
新
の
講
演
「
国
民
主
義
の
発

揚
」
と
軍
事
活
動
写
真
会
が
挙
行
さ
れ
た
。

　
上
越
地
方
に
お
け
る
軍
事
思
想
普
及
運
動
は
、
こ
の
総
会
以
降

次
の
よ
う
に
軍
事
映
画
巡
回
上
映
会
と
い
う
形
で
系
統
的
な
活
動
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へ
と
発
展
し
て
い
っ
た
。
高
田
連
隊
区
司
令
部
は
高
田
市
と
頸
城

三
郡
を
対
象
地
域
に
、
一
九
二
四
年
七
月
か
ら
二
五
年
三
月
に
か

け
て
一
五
か
町
村
分
会
の
べ
二
一
日
間
に
わ
た
る
映
画
会
を
主
催

し
、
ま
た
同
時
期
に
刈
羽
、
上
水
内
、
下
高
井
の
三
郡
に
は
も
う

一
台
の
映
写
機
を
町
村
分
会
に
貸
与
し
て
の
ぺ
六
五
日
間
に
わ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
豹
）

る
巡
回
映
画
会
を
実
施
さ
せ
た
。
フ
ィ
ル
ム
の
内
容
は
『
代
々
木

練
兵
場
に
於
け
る
模
擬
戦
』
『
航
空
機
の
偉
カ
』
『
潜
航
艇
捕
獲
演

習
』
『
歩
兵
小
隊
教
練
』
『
旅
順
開
城
』
『
米
国
脊
少
年
軍
事
訓
練
』

と
い
っ
た
軍
事
映
画
と
と
も
に
、
『
鍬
』
（
地
主
小
作
の
因
果
）

『
幸
福
へ
の
遣
』
（
教
訓
）
『
母
と
子
』
（
人
生
の
愛
）
『
国
を
挙
げ

て
』
（
教
育
勅
語
謹
解
）
『
村
の
栄
光
』
と
い
っ
た
教
化
映
画
が
あ

り
、
「
成
綾
は
従
っ
て
非
常
に
良
好
に
て
一
回
必
ず
三
百
名
以
上

．
の
観
覧
あ
り
所
期
の
目
的
達
成
の
徴
あ
る
」
と
報
道
さ
れ
た
。
そ

し
て
、
軍
事
思
想
普
及
の
巡
回
映
画
会
は
こ
の
後
も
連
隊
区
司
令

部
の
年
次
事
業
と
し
て
計
画
的
に
と
り
く
ま
れ
、
満
州
事
変
期
の

国
防
思
想
普
及
運
動
へ
と
連
続
し
て
い
っ
た
。

　
な
お
、
こ
の
時
期
は
宇
垣
一
成
陸
相
の
も
と
で
陸
軍
軍
備
整
理

が
実
施
さ
れ
、
装
備
の
近
代
化
の
か
わ
り
に
四
個
師
団
が
廃
止
さ

れ
た
。
そ
し
て
、
第
十
三
師
団
も
そ
の
対
象
と
な
り
、
高
田
市
で

は
一
九
二
四
年
夏
か
ら
年
末
に
か
け
て
商
工
会
と
市
議
会
を
中
心

と
す
る
師
団
存
置
請
願
運
動
が
活
発
に
展
開
さ
れ
た
。
紙
数
の
都

合
で
詳
細
に
述
べ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
こ
の
請
願
運
動
は
、

第
一
に
軍
隊
都
市
商
工
界
の
経
済
利
害
の
み
に
も
と
づ
く
も
の
で

軍
備
拡
張
や
軍
国
主
義
を
支
持
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
ま
た

第
二
に
す
で
に
軍
都
内
、
政
府
内
、
与
党
三
党
間
で
師
団
削
減
方

針
は
確
定
し
て
お
り
、
こ
の
運
動
が
師
団
存
置
要
求
を
廃
止
対
象

地
域
の
利
害
を
こ
え
た
政
治
問
題
に
ま
で
発
展
さ
せ
る
こ
と
は
困

難
で
あ
っ
た
。
こ
の
二
点
は
一
九
三
一
年
の
第
十
四
、
十
六
師
団

犬
陸
移
駐
反
対
運
動
と
大
き
く
異
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
地
元
の

第
十
三
師
団
下
の
軍
人
、
在
郷
軍
人
会
高
田
支
部
、
新
潟
県
当
局
、

県
議
会
、
新
潟
県
各
政
党
支
部
の
い
ず
れ
も
こ
の
請
願
運
動
に
は

参
加
せ
ず
、
高
田
市
、
新
発
田
町
、
村
松
町
と
い
っ
た
軍
隊
所
在
地

だ
け
の
孤
立
し
た
運
動
に
終
始
し
た
の
で
あ
っ
た
。
第
十
三
師
団

が
廃
止
さ
れ
る
と
、
高
閏
に
は
仙
台
第
二
師
団
管
下
の
第
十
五
旅

団
司
令
都
と
歩
兵
第
三
十
連
隊
が
移
駐
し
て
き
た
。
師
団
廃
止
に

よ
っ
て
軍
隊
依
存
の
高
田
市
経
済
は
打
撃
を
う
け
、
川
合
直
次
市

長
は
む
し
ろ
こ
れ
を
機
会
に
自
立
し
た
産
業
都
市
へ
の
脱
皮
を
志

向
し
た
が
、
軍
都
と
し
て
の
性
格
は
か
わ
ら
な
か
っ
た
。
上
越
地

方
に
お
け
る
宇
垣
軍
縮
の
影
響
は
、
経
済
的
打
撃
と
い
う
点
に
と

ど
ま
り
地
域
社
会
の
軍
部
・
在
郷
軍
人
会
の
活
動
へ
の
協
カ
と
い
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●

動員

う
点
で
は
減
退
、
強
化
い
ず
れ
の
変
化
も
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

宇
垣
陸
相
は
、
四
個
師
団
廃
止
当
日
の
一
九
二
五
年
五
月
一
日
の

日
記
に
、
今
日
の
軍
備
整
理
の
目
的
は
θ
国
防
力
の
改
善
、
◎
軍

隊
と
地
方
利
害
と
の
関
係
を
国
民
に
自
覚
さ
せ
軍
縮
世
論
を
解
消

す
る
、
θ
軍
民
一
致
融
和
、
挙
国
国
防
の
端
緒
を
開
く
と
い
う
三

　
　
　
　
　
　
　
　
＾
柵
）

点
に
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
上
越
地
方
の
場
合
、
一
方
で

元
来
軍
縮
世
論
は
存
在
し
な
か
っ
た
し
、
他
方
で
後
述
す
る
よ
う

に
師
団
廃
止
に
よ
っ
て
現
役
兵
が
削
減
さ
れ
た
か
ら
在
郷
軍
人
や

青
年
単
生
の
軍
事
訓
練
が
重
要
で
あ
る
と
す
る
軍
部
の
主
張
が
高

田
師
団
廃
止
を
契
機
に
地
域
に
受
容
さ
れ
て
い
っ
た
わ
け
で
は
な

い
。

　
在
郷
軍
人
会
は
軍
部
の
思
想
動
員
政
策
の
開
始
に
対
応
し
て
一

醜
－
九
ゴ
五
年
三
月
に
規
約
々
政
正
し
た
。
在
郷
軍
人
会
の
改
革
問
題

（27）　一九二○年代の軍部の一

　
　
　
、
＞
－
　
・
≦
チ
　
ー
　
　
　
1
，
－
　
。
　
．
－
　
－
　
　
．

は
原
内
閣
以
来
の
懸
案
で
あ
り
、
そ
の
背
景
に
は
、
一
、
在
郷
軍

人
会
が
各
地
で
産
業
・
政
治
問
題
に
介
入
し
（
利
用
さ
れ
）
地
方

の
自
治
を
阻
害
し
て
い
る
の
で
在
郷
軍
人
会
を
修
養
団
体
に
限
定

す
べ
き
で
あ
乱
と
い
う
要
求
が
地
方
官
か
ら
出
て
い
た
こ
と
、
二
、

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
状
況
の
影
響
で
在
郷
軍
人
会
の
活
動
が
弛
緩
、
動

揺
し
て
お
り
、
軍
部
と
し
て
は
思
想
善
導
や
治
安
維
持
の
活
動
に

向
け
て
在
郷
軍
人
会
を
再
編
す
る
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
、
三
、
在

郷
軍
人
の
間
に
現
役
軍
人
か
ら
自
立
し
て
在
郷
軍
人
会
を
自
主
化

し
よ
う
と
い
う
動
向
が
登
場
し
た
こ
と
、
四
、
青
年
訓
練
に
つ
い

て
文
部
省
と
陸
軍
と
の
協
議
が
ま
と
ま
り
、
そ
の
指
導
員
に
在
郷

軍
人
を
使
用
す
る
こ
と
が
き
ま
っ
た
こ
と
、
な
ど
が
あ
っ
た
。
規

約
改
正
の
内
容
は
、
第
一
に
師
団
司
令
部
に
連
合
支
部
を
設
置
し

て
地
方
組
織
へ
の
軍
部
の
指
導
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
本
部
に

支
部
か
ら
選
挙
制
で
選
ぱ
れ
た
評
議
会
と
審
議
会
を
設
置
し
て
会

内
の
意
志
疎
通
を
は
か
り
会
員
の
自
主
性
を
喚
起
し
た
こ
と
で
あ

り
、
第
二
に
会
の
目
的
・
事
業
に
「
公
安
の
維
持
」
「
風
教
の
振

作
」
「
社
会
の
融
和
協
調
」
「
青
年
団
体
の
補
助
」
を
か
か
げ
て
思

想
善
導
と
治
安
維
持
を
在
郷
軍
人
会
の
基
本
任
務
と
し
た
こ
と
で

　
＾
伽
〕

あ
っ
た
。
ま
た
こ
れ
に
前
後
し
て
、
在
郷
軍
人
会
に
は
一
九
二
四

年
に
天
皇
か
ら
の
賜
金
三
〇
万
円
、
二
五
年
か
ら
は
軍
人
援
謹
団

体
報
効
会
か
ら
の
寄
付
金
毎
年
一
〇
万
円
が
下
さ
れ
（
二
七
年
か

ら
は
国
庫
補
助
金
毎
年
二
五
円
）
在
郷
軍
人
会
は
指
導
体
制
と
財

政
基
盤
を
整
備
し
て
右
の
目
的
に
む
け
て
活
動
を
強
化
し
て
い
っ

た
。
在
郷
軍
人
会
本
部
で
は
、
一
九
二
七
年
一
〇
月
か
ら
三
〇
年

一
〇
月
ま
で
に
全
国
各
地
で
六
回
に
わ
た
る
軍
事
・
社
会
・
思
想

問
題
講
習
会
を
実
施
し
、
地
方
幹
部
に
思
想
動
員
政
策
の
担
い
手

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
軸
）

と
な
る
た
め
の
教
育
を
ほ
ど
こ
し
て
い
く
。
こ
の
動
向
に
対
応
し
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て
、
師
団
司
令
部
と
歩
兵
連
隊
・
連
隊
区
司
令
部
に
は
思
想
問
題

研
究
会
が
設
置
さ
れ
、
管
内
の
思
想
調
査
と
思
想
対
策
の
た
め
の

　
　
　
　
　
　
＾
軸
）

研
究
が
は
じ
ま
っ
た
。

　
こ
の
時
期
以
後
の
在
郷
軍
人
会
町
村
分
会
の
活
動
を
検
討
す
る

と
、
一
方
で
前
記
の
「
国
民
精
神
作
興
詔
書
の
実
行
に
つ
い
て
」

に
お
け
る
町
村
分
会
実
行
申
合
せ
予
定
事
項
は
、
θ
農
事
改
良
・

副
業
奨
励
組
合
の
設
置
、
⑪
青
少
年
体
育
増
進
（
競
技
会
、
早
起

き
体
操
）
、
θ
冠
婚
葬
祭
お
よ
ぴ
入
退
営
時
の
消
費
節
約
な
ど
で

あ
り
、
ま
た
一
九
二
八
年
の
御
大
典
記
念
事
業
計
画
で
も
、
納
税

貯
蓄
組
合
の
設
置
、
植
林
、
射
撃
場
の
設
置
、
忠
魂
碑
の
建
立
な

　
　
＾
μ
）

ど
で
あ
り
、
町
村
内
に
お
け
る
兵
事
行
政
、
地
方
行
政
の
補
助
と

い
う
点
で
は
、
民
カ
酒
養
事
業
期
以
来
変
ら
な
い
が
、
こ
れ
ら
の

活
動
に
よ
っ
て
在
郷
軍
人
会
分
会
は
青
年
団
と
。
な
ら
ぷ
有
カ
な
地

方
団
体
と
し
て
一
九
二
〇
年
代
の
地
域
社
会
に
定
着
し
て
い
っ
た
。

他
方
で
先
述
の
巡
回
映
画
会
の
主
催
、
一
九
二
六
年
の
紀
元
節
以

来
の
建
国
祭
へ
の
在
郷
軍
人
の
動
員
、
次
に
述
べ
る
青
年
訓
練
所

へ
の
協
力
な
ど
に
よ
っ
て
そ
の
影
響
を
増
大
さ
せ
て
い
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
ま
た
上
越
地
方
の
場
合
で
は
、
新
た
な
動
向
と
し
て
一
九
二
六

年
三
月
に
秦
真
次
少
将
が
第
十
五
旅
団
長
と
し
て
高
田
に
着
任
し

た
こ
と
に
よ
り
、
同
五
月
一
五
日
に
平
沼
駿
一
郎
を
招
い
て
国
本

社
上
越
支
部
が
発
会
し
て
い
る
。
こ
れ
は
秦
旅
団
長
を
支
部
長
と

し
井
手
伸
高
田
区
裁
判
所
検
事
、
高
木
虎
槌
元
中
頸
城
郡
長
ら
を

中
心
に
、
在
高
田
各
部
隊
将
校
、
上
越
地
方
の
官
吏
、
学
校
教
員
、

新
聞
記
者
ら
一
五
〇
名
の
会
員
を
組
織
し
た
も
の
で
、
事
務
所
を

高
田
借
行
社
内
に
置
き
思
想
善
導
の
研
究
会
と
講
演
会
を
実
施
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
上
越
地
方
の
諸
支
配
層
を
恩
想
問

題
で
統
合
す
る
場
と
な
っ
た
と
推
定
で
き
る
。
五
月
六
～
八
日
に

は
、
支
部
設
立
準
備
の
た
め
に
国
本
社
の
趣
旨
説
明
を
か
ね
て
思

想
問
題
講
演
会
が
高
田
、
糸
魚
川
、
直
江
津
で
開
催
さ
れ
、
そ
こ

で
は
同
地
の
警
察
署
長
、
在
郷
軍
人
分
会
長
、
音
年
団
長
が
主
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
妬
）

者
と
な
っ
て
各
市
町
民
、
会
員
を
動
員
し
た
。

　
ま
た
高
田
市
の
各
軍
人
分
会
で
は
、
一
九
二
六
年
六
月
ニ
ハ
日

に
「
公
安
の
維
持
」
活
動
の
具
体
化
と
し
て
在
郷
軍
人
響
備
隊
が

結
成
さ
れ
「
非
常
の
場
合
に
出
動
し
て
－
…
損
害
の
軽
減
、
救
護

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
価
〕

お
よ
ぴ
響
備
の
任
務
に
服
す
る
」
こ
と
と
な
っ
た
。
在
郷
軍
人
会

は
、
一
九
二
〇
年
代
後
半
に
な
る
と
青
年
学
生
と
連
合
し
た
陸
軍

攻
防
演
習
（
大
阪
、
名
古
屋
で
は
防
空
演
習
）
や
、
三
・
一
五
事

件
に
対
応
し
た
一
九
二
八
年
四
月
二
九
日
の
「
悪
恩
想
排
撃
宣
誓

式
」
、
同
年
秋
の
御
大
典
記
念
大
会
、
一
九
三
〇
年
三
月
一
〇
日
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の
日
露
戦
争
二
五
周
年
記
念
事
業
な
ど
様
々
な
演
習
や
行
事
に
参

加
し
、
地
域
に
お
け
る
国
家
主
義
・
軍
国
主
義
の
示
威
運
動
の
中

心
都
隊
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
H
青
年
訓
練
所
の
設
置

　
軍
事
思
想
普
及
運
動
、
在
郷
軍
人
会
に
よ
る
思
想
善
導
運
動
と

な
ら
ん
で
、
軍
部
が
恩
想
動
員
政
策
の
柱
と
し
た
の
は
青
年
学
生

国
民
訓
練
の
実
施
で
あ
っ
た
。
こ
の
問
題
は
陸
軍
側
の
軍
縮
と
兵

役
年
隈
短
縮
間
題
に
対
す
る
対
応
措
置
と
し
て
の
軍
嬰
予
備
教
育

要
求
、
文
部
省
と
農
商
務
省
の
義
務
教
育
年
隈
延
長
お
よ
ぴ
実
業

補
習
学
校
義
務
化
要
求
、
内
務
省
の
男
子
普
通
選
挙
制
実
施
に
と

も
な
う
公
民
教
育
要
求
な
ど
が
か
ら
ん
で
一
九
二
二
年
以
来
各
省

間
で
協
議
が
進
め
ら
れ
て
い
た
が
、
恩
想
対
策
の
必
要
か
ら
実
施

が
急
が
れ
、
文
政
審
議
会
を
経
て
、
一
九
二
五
年
四
月
か
ら
中
等

学
校
以
上
に
現
役
将
校
一
、
○
O
O
余
名
を
派
遣
し
て
学
校
軍
事

教
練
が
開
始
さ
れ
、
翌
二
六
年
七
月
か
ら
は
全
国
の
市
町
村
と
工

場
に
青
年
訓
練
所
を
設
置
し
て
文
部
省
管
轄
下
に
、
中
学
に
進
学

し
な
い
ニ
ハ
歳
か
ら
一
九
歳
の
青
少
年
に
対
し
て
軍
事
教
練
と
公

民
・
職
業
教
育
が
実
施
さ
れ
た
。
そ
し
て
軍
事
教
練
に
は
在
郷
軍

　
　
　
　
　
　
　
＾
竺

人
が
指
導
に
あ
た
っ
た
。

　
上
越
地
方
で
は
、
単
校
教
練
が
実
施
さ
れ
る
と
、
一
九
二
五
年

九
月
に
早
く
も
高
田
中
学
で
発
火
・
野
営
演
習
が
試
み
ら
れ
て
い

＾
軸
）
る
。
ま
た
、
一
九
二
六
年
五
月
一
五
日
に
新
潟
市
で
文
部
事
務
官

の
小
尾
敏
治
を
講
師
と
し
て
各
郡
視
学
を
対
象
と
す
る
県
主
催
青

年
訓
練
所
講
習
会
が
開
か
れ
た
。
つ
づ
い
・
て
中
頸
城
郡
で
は
六
月

一
〇
日
に
県
社
会
主
事
、
郡
長
、
郡
視
学
、
高
囲
連
隊
区
司
令
部

の
共
催
で
、
町
村
長
、
小
学
校
長
、
軍
人
分
会
畏
、
青
年
会
長
を

対
象
と
し
た
青
年
訓
練
に
つ
い
て
の
各
団
体
役
員
の
連
含
協
議
会

　
　
　
＾
靱
）

が
開
か
れ
た
。
連
隊
区
司
令
部
で
は
、
教
練
指
導
員
に
は
一
年
現

役
制
終
了
者
相
当
の
能
カ
が
必
要
で
あ
る
が
実
際
の
指
導
員
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
5
0
）

下
士
官
や
上
等
兵
が
多
い
の
で
、
青
年
訓
練
所
教
練
指
導
員
講
習
・

会
を
毎
年
実
施
し
て
い
く
こ
と
と
し
、
同
年
七
月
二
〇
～
二
五
日

に
第
一
回
講
習
会
を
開
催
し
た
。
一
一
月
二
〇
日
に
は
高
岡
練
兵

場
で
、
軍
隊
、
在
郷
軍
人
、
学
生
、
青
年
訓
練
所
生
、
青
年
団
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
“
）

連
合
の
攻
防
演
習
が
初
め
て
実
施
さ
れ
た
。
連
合
演
習
は
以
後
、

陸
軍
記
念
日
や
秋
に
毎
年
実
行
さ
れ
て
い
っ
た
。

　
指
導
員
講
習
会
の
要
領
に
よ
れ
ば
、
青
年
訓
練
は
軍
事
予
備
教

育
と
し
て
よ
り
も
、
修
養
と
訓
練
に
よ
う
て
心
身
を
鍛
練
し
団
体

的
観
念
を
養
成
し
て
国
民
の
資
質
を
向
上
さ
せ
善
良
な
公
民
を
形

戒
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
と
さ
れ
、
愛
国
心
、
堅
忍
剛
毅
、
規
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律
、
節
制
、
協
同
・
団
結
の
精
神
を
養
う
に
は
軍
事
教
練
が
最
適

で
あ
る
と
さ
れ
た
。
つ
ま
り
思
想
対
策
に
重
点
が
あ
っ
た
の
で
あ

る
o

　
し
か
し
、
青
年
訓
練
所
の
実
綾
は
軍
部
の
期
待
す
る
も
の
と
は

な
ら
な
か
っ
た
。
新
潟
県
で
は
初
年
度
の
入
所
対
象
者
六
万
人
に

対
し
入
所
率
は
六
〇
％
に
と
ど
ま
り
、
出
席
率
も
低
迷
し
て
い
た
。

と
く
に
第
十
五
旅
団
司
令
部
の
地
元
高
田
市
で
は
、
初
年
度
ニ
ニ

○
名
に
対
し
二
年
度
に
は
一
七
名
し
か
入
所
生
が
な
く
、
第
二
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
望

団
長
は
「
金
く
遺
憾
千
万
」
と
高
田
市
を
批
判
し
た
。
高
田
市
青

訓
所
の
不
振
は
、
青
少
年
の
雇
用
主
が
無
自
覚
、
無
理
解
で
あ
る

た
め
と
指
摘
さ
れ
、
軍
部
は
能
率
増
進
、
経
営
発
展
策
と
し
て
も

青
年
訓
練
は
有
益
で
あ
る
と
主
張
し
て
市
有
カ
者
に
協
カ
を
求
め
、

　
一
九
二
七
年
四
月
一
日
に
高
田
市
青
年
訓
練
所
後
援
会
を
結
成
さ

　
＾
靱
）
せ
た
。
後
援
会
は
川
合
市
長
を
会
長
に
各
部
隊
長
、
青
年
会
長
、

軍
人
分
会
長
、
小
学
校
長
、
市
会
議
員
、
区
長
に
よ
っ
て
組
織
さ

れ
、
青
年
訓
練
所
へ
の
入
所
勧
誘
と
財
攻
援
助
を
進
め
て
い
っ
た
。

だ
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
も
青
年
訓
練
所
の
不
振
を
克
服
す
る
こ
と

．
は
で
き
な
か
ウ
た
。

　
　
一
九
二
八
年
度
の
高
田
歩
兵
第
三
十
連
隊
入
営
者
七
三
一
名
中
、

青
年
訓
練
所
入
所
生
は
四
二
一
名
（
五
八
％
）
、
入
所
生
の
う
ち

課
程
終
了
者
四
〇
九
名
中
検
定
試
験
に
合
椿
し
て
在
営
期
間
を
一

年
六
か
月
に
短
縮
さ
れ
た
者
は
二
五
五
名
（
六
二
％
）
に
と
ど
ま

＾
明
）
っ
た
。
ま
た
一
九
二
九
年
三
月
の
時
点
で
は
、
高
田
連
隊
区
管
内

一
市
八
郡
の
壮
丁
人
員
八
、
二
五
五
名
中
、
青
年
訓
練
所
入
所
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
砧
〕

は
二
、
七
三
八
名
（
一
一
＝
一
％
）
に
す
ぎ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

と
く
に
高
田
市
は
二
三
五
人
の
壮
丁
に
対
し
入
所
生
は
ニ
ハ
人

（
六
・
八
％
）
と
最
低
で
、
軍
都
は
雇
用
主
の
無
理
解
を
く
り
か

え
し
批
判
し
て
い
る
。
し
か
し
、
仕
事
を
休
ま
せ
て
ま
で
青
年
訓

練
所
に
雇
員
を
入
所
さ
せ
よ
う
と
い
う
経
営
者
は
き
わ
め
て
少
数

で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
青
年
訓
練
所
教
練
指
導
員
講

習
会
の
受
講
者
も
、
一
九
二
六
年
度
は
六
〇
〇
余
名
で
あ
っ
た
が
、

二
七
年
三
五
〇
名
、
二
八
年
一
五
二
名
、
二
九
年
一
四
〇
名
と
減

　
　
　
　
＾
肪
）

少
し
て
し
ま
い
、
在
郷
軍
人
も
青
訓
指
導
に
熱
心
で
は
な
か
っ
た
。

そ
し
て
、
こ
れ
で
は
軍
部
の
指
導
が
青
年
訓
練
に
行
き
と
ど
か
な

く
な
る
の
で
、
一
九
二
九
年
か
ら
は
県
当
局
は
、
県
連
合
青
年
団

の
活
動
と
し
て
青
年
訓
練
所
奨
励
を
重
視
さ
せ
、
青
年
訓
練
所
の

趣
旨
説
明
の
映
画
会
、
講
演
会
、
入
所
出
席
奨
励
委
員
の
設
置
、

成
績
優
秀
者
の
表
彰
を
実
施
さ
せ
、
他
方
高
田
連
隊
区
司
令
部
で

は
管
内
学
校
配
属
将
校
七
名
に
市
町
村
青
年
訓
練
所
の
指
導
を
委

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
研
〕

託
し
割
り
当
て
る
と
い
う
措
置
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

043



（31）　一九二○年代の軍部の思想動員

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
対
策
も
、
農
村
で
は
夏
は
農
業
冬
は
出
稼
ぎ
、

都
市
で
は
職
業
が
多
様
で
あ
る
た
め
に
青
少
年
に
は
青
年
訓
練
を

受
け
る
時
間
的
余
裕
が
な
く
、
ま
た
青
少
年
が
実
業
補
習
に
比
べ

て
軍
事
訓
練
を
好
ま
な
い
と
い
う
現
実
の
前
に
は
有
効
な
も
の
と

は
な
ら
ず
、
さ
ら
に
昭
和
恐
慌
下
に
な
る
と
町
村
の
財
政
難
か
ら

青
年
訓
練
所
の
存
続
自
体
が
困
難
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
と
め

　
以
上
、
新
潟
県
上
越
地
方
を
対
象
と
し
て
軍
部
の
国
民
動
員
政

策
の
実
態
を
検
討
し
て
き
た
。
一
九
二
〇
年
代
は
、
行
政
機
構
と

地
方
有
カ
者
の
手
に
よ
っ
て
教
化
政
策
が
活
発
に
実
施
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
そ
の
な
か
で
軍
部
の
思
想
動
員
政
策
も
、
軍
事
思
想

普
及
の
宣
伝
活
動
、
在
郷
軍
人
会
の
活
動
、
青
年
学
生
国
民
訓
練

を
柱
と
し
て
地
域
社
会
の
な
か
へ
具
体
化
し
て
い
っ
た
。
ま
た
、

軍
事
演
習
や
国
家
的
諸
行
事
と
い
う
形
で
在
郷
軍
人
と
青
年
学
生

の
動
員
も
試
み
ら
れ
、
国
家
主
義
・
軍
国
主
義
の
示
威
も
始
ま
っ

て
い
っ
た
。

　
し
か
し
、
「
最
近
管
内
の
在
郷
軍
人
が
何
れ
も
弛
緩
の
状
況
に

　
＾
朗
〕
　
　
　
　
　
　
　
轟
）

あ
る
」
「
青
訓
の
不
振
」
と
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
思
想
動
員
政

策
は
充
分
な
効
果
を
あ
げ
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
軍
部
の

国
民
動
員
政
策
に
も
か
か
わ
ら
ず
依
然
と
し
て
地
域
の
経
済
・
生

活
利
害
を
軍
事
的
国
家
的
利
害
の
下
に
従
属
さ
せ
る
こ
と
が
困
難

な
状
況
に
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
、
昭

和
恐
慌
と
社
会
情
勢
の
激
化
を
迎
え
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。

　
し
か
し
他
方
で
は
、
右
の
教
化
・
思
想
動
員
政
策
の
実
施
は
、

ま
だ
確
固
と
し
た
も
の
で
は
な
い
が
、
軍
部
と
官
僚
、
学
校
、
有

カ
者
、
諸
団
体
な
ど
を
地
域
レ
ベ
ル
で
国
家
主
義
・
軍
国
主
義
的

に
結
合
し
て
い
く
試
行
の
場
を
提
供
し
た
と
い
え
る
。
上
越
地
方

で
は
、
国
本
社
に
つ
づ
い
て
一
九
二
八
年
後
半
か
ら
県
社
会
課
主

導
の
も
と
で
教
育
会
、
宗
教
団
体
が
「
国
体
擁
護
」
「
赤
化
思
想

　
　
＾
6
0
）

の
根
絶
」
の
た
め
の
思
想
善
導
活
動
を
開
始
し
、
一
九
二
九
年
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
血
〕

月
に
は
市
長
を
支
部
長
と
し
て
修
養
団
高
田
支
部
が
結
成
さ
れ
た
。

同
年
八
月
に
は
、
修
養
団
新
潟
県
連
合
会
が
高
田
市
西
方
の
春
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
硯
）

山
城
趾
で
裏
日
本
中
堅
青
年
講
習
会
を
主
催
し
た
。
そ
し
て
こ
れ

ら
の
動
向
は
、
同
年
秋
に
実
施
さ
れ
た
教
化
総
動
員
運
動
を
経
て
、

満
州
事
変
期
の
国
防
恩
想
普
及
運
動
、
国
民
更
生
運
動
の
地
域
的

基
盤
を
準
備
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
（
1
）
　
古
星
哲
夫
「
民
衆
動
員
政
策
の
形
成
と
展
開
」
（
『
季
刊
現
代
史

　
　
6
』
一
九
七
五
年
、
現
代
史
の
会
）
、
松
尾
尊
允
「
政
友
会
と
民
政
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橋論叢　第91巻　第3号　（32）

　
党
L
（
『
目
本
歴
史
1
9
』
一
九
七
六
年
、
岩
波
書
店
）
、
古
屋
哲
夫
「
日

　
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
論
」
（
同
前
2
0
、
一
九
七
六
年
、
岩
波
書
店
）
、
須
崎

　
慎
一
「
地
域
右
翼
・
フ
ァ
ヅ
シ
目
運
動
の
研
究
」
（
『
歴
史
挙
研
究
』

　
第
四
八
O
号
、
一
九
八
○
年
）
を
参
照
。

（
2
）
．
由
井
正
臣
「
総
力
戦
準
備
と
国
民
統
合
」
（
『
史
観
』
第
八
六
・

　
八
七
号
、
一
九
七
三
年
）
、
纐
纈
厚
「
大
戦
間
期
に
お
け
る
陸
軍
の

　
国
民
動
員
政
策
」
（
『
軍
事
史
挙
』
第
一
七
巻
第
四
号
、
一
九
八
二

　
年
）
を
参
照
。

（
3
）
　
『
高
田
日
報
』
（
政
友
会
系
）
　
一
九
二
五
年
八
月
二
八
圓
（
以
下

　
T
N
一
九
二
五
・
八
・
二
八
と
略
す
）
「
各
商
家
の
打
撃
」
、
高
囲
市

　
の
概
要
に
つ
い
て
は
『
高
田
市
史
』
第
二
巻
（
同
編
集
委
員
会
、
一

　
九
五
八
年
）
を
参
照
。

（
4
）
　
T
N
一
九
二
五
・
四
・
一
九
「
高
困
へ
落
ち
る
金
」

（
5
）
　
井
上
清
・
渡
部
徹
編
『
米
騒
動
の
研
究
』
第
三
巻
、
四
三
七
～

　
四
五
九
ぺ
ー
ジ
（
一
九
六
〇
年
、
有
斐
閣
）
、
前
掲
『
高
田
市
史
』

　
第
二
巻
、
一
四
八
～
一
五
八
ぺ
ー
ジ
。

（
6
）
　
『
高
田
新
聞
』
（
国
民
党
、
憲
政
会
系
、
以
下
T
S
と
略
す
）
　
一

　
九
一
八
・
一
〇
・
六
「
慰
間
袋
募
築
　
戦
争
気
分
が
薄
く
て
未
だ
二

　
百
袋
に
満
た
ず
」

（
7
）
　
T
S
一
九
一
八
・
二
一
・
二
一
「
好
況
な
り
県
下
の
慰
問
袋
」

　
こ
の
時
点
で
新
潟
県
内
か
ら
五
五
六
〇
個
猷
納
し
て
い
る
。

（
8
）
　
T
S
一
九
一
九
・
九
・
六
「
中
堅
青
年
の
練
武
　
東
頸
青
年
団

　
軍
人
会
両
会
の
大
会
」

（
9
）
　
第
十
三
師
団
は
一
九
二
〇
年
四
月
の
「
革
命
軍
武
装
解
除
戦
」

　
の
主
カ
部
隊
で
あ
り
、
こ
の
時
六
四
二
名
の
死
傷
者
を
出
し
て
い
る

　
（
T
N
一
九
二
〇
・
四
・
二
七
「
師
団
の
損
害
」
）
。
こ
の
戦
闘
は
の

　
ち
に
尾
崎
行
雄
ら
の
軍
備
縮
少
同
志
会
が
「
武
装
ヲ
解
除
セ
ル
無
低

　
抗
ノ
露
民
約
三
〇
〇
名
ヲ
虐
殺
セ
リ
」
と
目
本
軍
の
残
虐
行
為
が
批

　
判
さ
れ
た
。
シ
ベ
リ
ア
戦
争
に
つ
い
て
は
、
原
卵
之
「
日
本
の
極
東

　
ロ
シ
ア
軍
事
千
渉
の
諸
問
題
」
（
『
歴
史
挙
研
究
』
第
四
七
八
号
、
一

　
九
八
○
年
三
月
）
、
吉
田
裕
「
目
本
帝
国
主
義
の
シ
ペ
リ
ア
千
渉
戦

　
争
」
（
同
前
第
四
九
〇
号
、
一
九
八
一
年
三
月
）
を
参
照
。

（
1
0
）
　
T
N
一
九
二
〇
・
一
・
一
九
「
前
途
を
祝
福
す
　
借
行
社
楼
上

　
の
壮
行
会
」

（
u
）
　
T
N
一
九
二
〇
・
一
・
一
八
「
五
八
隊
の
連
隊
本
部
発
す
」

（
1
2
）
　
T
S
一
九
二
〇
・
一
・
一
八
「
師
団
遠
征
を
送
る
」
、
T
N
一

　
九
二
〇
・
一
・
二
四
「
第
十
三
師
団
を
送
る
」

（
1
3
）
　
T
N
一
九
二
〇
・
一
・
二
七
「
師
団
慰
問
金
」

（
1
4
）
　
T
N
一
九
二
〇
・
一
・
二
四
「
西
伯
利
の
氷
よ
り
も
冷
い
市

　
民
　
師
団
の
出
発
見
送
り
が
余
り
に
不
振
で
あ
る
」

（
∬
）
　
T
N
一
九
二
〇
・
一
・
二
六
「
出
征
と
市
の
打
撃
」

（
1
6
）
　
T
S
一
九
二
〇
・
二
・
一
九

（
1
7
）
　
T
S
一
九
二
〇
・
二
・
二
七

（
1
8
）
　
T
S
一
九
二
〇
・
八
・
二
八
「
慰
問
団
本
日
帰
高
」

（
1
9
）
　
T
S
一
九
二
〇
・
七
・
二
二
「
西
頸
出
身
の
派
遣
兵
か
ら
郡
当

　
局
の
冷
淡
を
憤
慨
し
て
遥
々
手
紙
を
寄
越
す
」
、
七
・
一
四
「
戦
死

　
者
の
英
霊
に
対
し
風
馬
牛
な
る
市
民
」

（
2
0
）
　
T
S
一
九
二
一
・
五
・
一
九
「
師
団
将
卒
を
迎
ふ
」
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（
2
1
）
　
T
N
一
九
二
一
・
五
二
一
〇
「
全
市
歓
呼
の
裡
に
十
三
師
団
凱

　
旋
す
」

（
2
2
）
　
T
N
一
九
二
一
・
六
・
四
「
全
市
の
お
祭
気
分
」

（
2
3
）
　
T
S
一
九
二
一
・
五
・
七
「
出
征
隊
の
帰
遼
に
当
り
郡
都
は
歓

　
迎
冷
淡
」

（
2
4
）
　
「
在
郷
軍
人
ノ
覚
悟
二
付
」
（
『
帝
国
在
郷
軍
人
会
業
務
指
針
』

　
四
〇
べ
ー
ジ
、
一
九
二
九
年
、
帝
国
在
郷
軍
人
会
本
部
）

（
％
）
　
帝
国
在
郷
軍
人
会
中
頸
城
郡
和
田
村
分
会
『
往
復
文
書
綴
』

　
（
上
越
市
和
田
公
民
館
所
蔵
）
に
よ
る
。

（
2
6
）
　
T
S
一
九
一
九
・
三
・
二
一
「
申
頸
軍
人
分
会
長
会
」
、
T
S

　
一
九
一
九
・
九
二
一
「
東
頸
青
年
団
と
箪
人
団
連
合
犬
会
」

（
η
）
　
前
掲
和
囲
村
分
会
文
書
所
収

（
2
8
）
　
T
N
一
九
二
二
年
三
三
六
月
に
毎
日
連
載
の
「
町
村
軍
人
分
会

　
巡
り
」
に
よ
る
。

（
2
9
）
　
高
囲
支
部
「
分
会
指
導
並
査
閲
二
関
ス
ル
件
」
一
九
二
二
年
三

　
月
一
四
日
（
前
掲
和
田
村
分
会
文
書
所
収
）
、
T
N
一
九
二
三
・
一
・

　
ニ
ニ
「
分
会
状
況
を
語
る
土
橋
司
令
官
」

（
3
0
）
　
高
田
支
部
「
分
会
事
業
実
施
要
領
及
支
部
報
ノ
件
」
一
九
二
二

　
年
二
月
二
一
日
（
前
掲
和
田
村
分
会
文
書
所
収
）

（
3
1
）
　
T
N
一
九
二
二
・
五
・
一
八
「
分
会
状
況
調
査
」

（
犯
）
　
高
田
支
部
「
社
会
奉
仕
事
業
二
関
ス
ル
件
」
一
九
二
二
年
一
月

　
二
九
目
（
前
掲
和
田
村
分
会
文
書
所
収
）
を
参
照
。

（
3
3
）
　
T
N
一
九
二
二
・
五
・
一
六
「
愛
想
よ
く
犬
将
閣
下
」
、
　
一
二
・

　
二
四
「
軍
事
記
者
会
合
毎
月
一
回
宛
」

（
3
4
）
　
T
N
一
九
二
三
・
二
■
一
四
「
地
方
と
の
連
絡
を
計
る
軍
隊
の

　
妙
案
」

（
お
）
　
T
N
一
九
二
三
・
七
・
四
「
中
挙
生
を
招
待
　
今
夏
の
攻
防
演

　
習
に
」
、
T
N
一
九
二
四
・
九
・
六
「
青
少
年
挙
生
の
軍
事
的
訓
練

　
状
況
」

（
％
）
　
『
部
外
秘
　
支
部
長
ノ
答
申
』
（
一
九
二
四
年
二
月
、
帝
国
在
郷

　
軍
人
－
会
本
部
）
に
ょ
る
。

（
η
）
　
以
上
の
記
述
は
、
T
N
一
九
二
三
・
一
一
二
一
九
「
師
団
司
令

　
部
付
少
将
会
議
」
、
同
二
一
二
一
「
民
風
作
興
　
在
郷
軍
人
を
激
励
」
、

　
一
九
二
四
・
一
・
二
一
「
軍
人
分
会
指
導
」
、
二
二
一
八
「
高
田
支

　
都
評
議
員
会
」
、
五
・
二
一
「
国
民
に
皆
兵
の
精
神
を
吹
き
込
む
」

　
に
よ
る
。

（
鑓
）
　
T
N
一
九
二
四
・
七
・
二
七
「
郡
市
分
会
総
会
　
蜷
川
博
士
の

　
講
演
」

（
犯
）
　
T
N
一
九
二
五
・
三
・
二
八
「
軍
事
宣
伝
映
画
分
会
に
貸
付
」

（
4
0
）
　
『
宇
垣
一
成
日
記
1
』
四
六
三
～
四
六
四
ぺ
ー
ジ
（
み
す
ず
書

　
房
、
一
九
六
八
年
）

（
4
1
）
　
「
帝
国
在
郷
軍
人
会
規
約
改
正
条
項
中
重
要
ナ
ル
事
項
及
其
ノ

　
改
正
理
由
」
一
九
二
五
年
三
月
八
日
（
『
陸
軍
省
甲
輯
犬
日
記
』
大

　
正
十
四
年
第
三
類
）

（
4
2
）
『
帝
国
在
郷
軍
人
会
三
十
年
史
』
一
七
一
ぺ
ー
ジ
（
一
九
四
四

　
年
、
同
会
本
部
）

（
軸
）
　
T
N
一
九
二
五
・
六
・
三
「
歩
兵
隊
で
組
織
し
た
思
想
問
趨
研

　
究
会
」
、
六
・
一
七
「
兵
率
新
聞
と
連
絡
し
て
恩
想
善
導
」
、
六
・
二

343
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六
「
在
郷
軍
人
の
思
想
調
査
」
、
九
・
一
〇
「
第
二
師
団
の
恩
想
研

　
究
の
収
獲
」

（
4
4
）
　
T
N
一
九
二
八
・
五
二
一
二
　
「
御
大
典
記
念
各
分
会
の
事
業
計

　
画
」
（
4
5
）
　
T
N
一
九
二
六
・
四
・
一
一
「
国
本
社
支
部
創
立
打
合
会
」
、

　
五
・
二
「
国
本
社
支
部
発
会
式
準
備
」
、
五
・
八
「
直
町
国
本
講
演
」
、

　
五
・
ニ
ニ
「
国
本
社
講
演
会
」
、
五
・
ニ
ハ
「
国
本
社
上
越
支
部
発

　
会
式
」

（
4
6
）
　
T
N
一
九
二
六
・
五
・
三
「
社
会
奉
仕
の
響
傭
隊
組
織
」
、
六
・

　
一
七
「
市
分
会
醤
備
隊
盛
ん
な
緒
隊
式
」

（
〃
）
　
木
下
秀
明
「
学
校
教
練
と
青
年
訓
練
所
」
（
『
季
刊
現
代
史
8
』

　
一
九
七
六
年
、
現
代
史
の
会
）

（
4
8
）
　
T
N
一
九
二
五
・
九
・
二
一
「
軍
教
実
施
来
最
初
の
発
火
演

　
習
」
（
4
9
）
　
T
N
一
九
二
六
・
五
・
二
一
「
音
年
訓
練
講
習
」
、
六
・
一
一

　
「
音
年
訓
練
に
つ
き
郡
団
体
連
合
協
議
」

（
5
0
）
　
一
九
二
七
年
の
四
…
五
月
の
指
導
員
講
習
会
参
加
者
の
階
級
別

　
は
、
将
校
：
ハ
、
下
士
五
〇
、
兵
率
一
五
一
、
計
二
一
七
で
あ
っ
た

　
（
T
N
一
九
二
七
・
四
・
二
六
「
青
年
訓
練
所
指
導
員
講
習
」
、
五
・

　
三
「
青
訓
指
導
員
第
二
回
講
習
会
こ
）

（
飢
）
　
T
N
一
九
二
六
・
」
一
・
二
〇
「
け
ふ
の
連
合
演
習
」

（
兜
）
　
T
N
一
九
二
七
・
一
・
一
六
「
軍
隊
所
在
地
の
青
訓
所
不
振
」

（
5
3
）
　
T
N
一
九
二
七
・
四
・
二
「
市
青
年
訓
練
所
後
援
会
成
立
」

（
弘
）
　
T
N
一
九
二
八
・
二
・
二
九
「
青
訓
所
出
の
兵
卒
案
外
の
不
成

　
繍
」
（
肪
）
　
T
N
一
九
二
九
・
三
・
八
「
青
訓
の
成
績
は
高
田
が
一
番
悪

　
い
」
（
“
）
　
T
N
一
九
二
八
・
五
・
四
「
笛
吹
け
ど
踊
ら
ぬ
音
訓
の
不
振
」
、

　
一
九
二
九
・
四
・
一
六
「
背
訓
指
導
貝
講
習
会
開
か
る
」

（
畝
）
　
T
N
一
九
二
九
・
五
・
九
「
県
青
年
団
が
青
訓
所
将
励
費
支

　
出
」
、
六
・
六
「
青
訓
指
導
嘱
託
配
属
将
校
の
区
域
決
る
」

（
㎎
）
　
T
N
一
九
二
八
・
三
・
一
「
分
会
指
導
に
努
め
る
」

（
卵
）
　
T
N
一
九
二
八
・
五
・
四
「
笛
吹
け
ど
踊
ら
ぬ
青
訓
の
不
振
」

（
6
0
）
　
T
N
一
九
二
八
エ
ハ
・
一
「
思
想
善
導
公
民
教
育
講
演
」
、
六
・

　
六
「
赤
化
恩
想
の
根
絶
を
期
す
る
は
教
百
の
カ
に
侯
つ
の
み
　
尾
崎

　
知
事
の
訓
示
」

（
6
1
）
　
T
N
一
九
二
九
・
五
・
八
「
高
田
修
養
団
創
立
総
会
」

（
6
2
）
　
T
N
一
九
二
九
・
八
二
＝
一
「
中
堅
青
年
講
習
会
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
橋
犬
学
幼
手
）
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